
子どもの発達と起きやすい事故
年齢別の
注意点を
アドバイス！

誕生 ３カ月 ４カ月 １歳 １歳１カ月 １歳半 2 歳 ３歳 ４～６歳5カ月 6カ月 7カ月 8カ月 9カ月 10カ月 11カ月

足をバタバタ
させる

すわる はう 物をつかむ寝返りを
うつ

見たものに
手を出す
口の中に
物を入れる　

つかまり
立ちする　

一人歩きを
する

スイッチや
ノブなどを
いじる　

走る・
上る

階段を
上り下り
する　

高い
ところへ
上れる

親が
子どもを
落とす　

ベッドや
ソファーから
転落

歩行器に
よる転落　

階段からの
転落　

バギーや
イスからの
転落

階段の上り下りの
転落　

窓やバルコニー
からの転落　

床にある
鋭い物
（ハサミ、カッター、画びょうなど）

鋭い角の
家具や建具

ドアや窓に
手をはさむ　

引き出しに
手をはさむ

食卓の
熱い汁物　

マッチ、ライター、
花火　

熱いミルク、
熱い風呂の湯

ポット、
アイロン

ストーブ、
ヒーター　

ふかふか
の寝具　

タバコ、ピン、
小物の誤飲

ひもやよだれかけの
首の巻き付き

ナッツ類 ビニール袋に
よる窒息 

入浴時の
事故

浴槽への
転落　

浴槽やたらいでの
水遊び

運動機能の
発達

転落

切る・
はさむ・
ぶつける

熱傷

窒息
（誤飲）

溺水
風呂場のドアを必ず閉めて鍵をかける。
残り湯をためない

子どもだけで遊ばせない

転落の危険があるところに寝かせない　

柔らかい寝具を避ける。
枕元にぬいぐるみを置かない

長いひもを持たせない。
よだれかけのひもも注意 ビニール袋は 手の届かないところへ片づける

階段に柵を設置する
階段に滑り止めを
つける

ベランダに出られ
ないように鍵や
柵をつける

ベランダにふみ台に
なる箱などを
置かない

手が届く範囲に放置しない

やけどの原因になるものは
近くに置かない

ストーブやヒーターは
柵などで囲う

手の届かないところに置く。
テーブルクロスは使わない

マッチやライターの管理を徹底。
危険であることを教える

家具の角にクッションテープなどを
取り付ける

ドアや
窓の開け
閉めを
ゆっくり

引き出しを
ロックする

対策

月齢ごとの運動機能の発達は、個人差がありますので、あくまでも目安として
ください。2カ月先の発生しやすい事故を確認し、早めに対策をしましょう。


